
【Journal of CLINICAL REHABILITATIONに論文が掲載されました】 

掲載された（総説）論文ですが、リハビリテーション医療における安全管理の一工夫 Ⅱ．回復期リハビ
リテーション病院における安全管理 1「転倒・転落の予防策と発生後の対応」、Journal of CLINICAL 
REHABILITATION 32巻 10号、P1011-1015、2023、です。 
岩砂病院・岩砂マタニティや介護本部には、それぞれに安全対策委員会が設置されており、患者さんや利
用者さんの安全を確保するための事故防止対策を行っています。その中でも転倒・転落については、その
発生をゼロにすることは現実的にはほぼ不可能であり、非常に大きな課題です。 
今回は、雑誌の編集者より回復期リハビリテーション病棟での転倒・転落対策についての原稿依頼があ
りましたので、これまでの反省も含めて当院の取り組みを少し紹介しながらポイントをまとめました。 
 
「転倒・転落の予防策と発生後の対応」 

 回復期リハビリテーション病棟における転倒・転落の特徴 
 転倒・転落対策のデメリット 
 転倒・転落の予防策としてのヒヤリハット報告 
 転倒・転落後の診断と症状観察の重要性 
 大腿骨近位部骨折の診断について 
 頭部打撲後の経過観察について 
 
これまでに転倒・転落によってケガをされたり痛い思いをされた方は多数いらして、とても数え切れま
せん。全職員が協力して、転倒・転落が 1件でも減るようにしっかり取り組んでいきたいと思います。 

（リハビリテーション科部長 森 憲司） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 


